
環境的に持続可能な交通（ＥＳＴ）モデル事業（仮称）

バスの活性化

背 景 ・運輸部門における地球温暖化対策の強化の必要性
・意欲ある者（トップランナー）による先進的取組のモデル化と国による集中支援の必要性

環境の観点から、公共交通とまちづくり等交通流の円滑化、低公害車の導入等
のソフト面、ハード面における各主体間の連携

ＬＲＴの整備・
鉄道の活性
化等

道路整備等

環 境 の 改 善

補助金、税制優
遇措置、事業の
優先採択 等

サービス改善
ＬＲＴプロジェクト
の推進

交差点改良等

Environmentally Sustainable Transport ： 環境的に持続可能な交通

環境改善、公共交通機関の利用促進等についての具体的な目標の設定

違法駐車の取り
締まり強化

地方自治体 警察 地元経済界

交通事業者 ＮＰＯ 等

道路管理者 地元商店街

地方運輸局

地方整備局ＥＳＴ推進協議会（仮称）

公共交通機関の利用促進 自動車交通流の円滑化 歩行者・自転車対策

地元の幅広い
関係者が参加

支援事業終了後も、当該地域において構想内容が継続的に実現されること
（事業者等地域における取組主体の継続的・経済的自立性の確保）

（CO2排出削減量、公共交通機関利用者数 等）

ICカードの導入

ﾊﾞｽﾛｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ

オムニバスタウン

ＰＴＰＳ

地域の合意に
基づくﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ
ﾓｰﾙの導入

路上工事の縮減
バス専用レーン・
優先レーン

低公害車の導入

事業の流れ

低公害車等
の導入

CNGバスの導入

促進

関連の基盤
整備等

歩道、自転車道、
駐輪場等の整備

交通規制等

バス停改善

通勤交通
マネジメント

従業員のマイ
カー通勤の自
粛等

パークアンド
ライド

低公害車両の
優遇ノンステップバス

共通ICカード

推進体制

モデル事業
のポイント

実 施

モデル地域の採択

各種支援
策の集中
実施

モデル事業のメニュー例

Ｅ Ｓ Ｔ

取組の継続性

連 携

目標設定

地域からの応募

（事業の企画提
案）

実施プログラムの
策定 （各事業主体
の連携・調整）

普及啓発
活動

広報活動の実
施

普及啓発

シンポジウム、
イベントの実施
等

交通結節点整
備

ボトルネック踏
切の解消
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